
 

 

 

 

 
タイムカプセル開封式 
 秋休み中の１０月１３日（日）の１０：００～西合志
第一小学校１００周年記念式典に関するタイムカプセ
ルの開封式を行いました。当時の在校生が約４６名、実
行委員さんが約２０名その他、地域やマスコミの方々
や職員の約７０名での開催でした。記念碑の土台部分
に埋蔵されている５０年前のタイムカプセルを高村秀
夫実行委員長さんや当時の在校生で取り出し、感動的
な時間となりました。５０年前の在校生は約１３０名
で当時の校長は蒔平幸男（まきひらゆきお）先生でし
た。 
５０年の年月を考えると、当時小学４年生だった児

童が、今年度還暦を迎える６０歳となられるのです。そ
う考えると５０年という歳月は、とても貴重で長い歴
史であることが分かります。タイムカプセルの中には、
当時の在校生の作文や習字、教科書、米、まゆや特産物
のたばこの葉などが入っていました。特に教科書など
は保管状況が良く、きれいな状態でした。開封式後は、
当時の在校生の皆さん同士が、思い思いに５０年前の
お話に花を咲かせておられました。側で見ていて体育
館の中が笑顔いっぱいになり、とても雰囲気の良い有
意義な時間となりました。お忙しい中に、遠くは愛知な
ど県内外から多数の卒業生の方々にご来校いただき、
校長としてとても嬉しく、貴重な体験をさせていただ
きました。タイムカプセルの開封式に関わられたすべ
ての方々、本当にありがとうございました。 
 

清々しい朝の時間 
「おはようございま～す！」私が、西門の階段の落ち葉

を掃いていると生坪（おつぼ）・弘生（ひろお）の登校班の
子が、元気にあいさつをしてくれます。次ぎに、立割（たて
わり）の登校班の子も遠くから大きな声で「おはようござ
いま～す！」とあいさつしてくれます。本当に気持ちよく
元気をもらい、清々しい朝の時間となります。あいさつの
偉大さを実感します。合志市が勧める Homeプロジェクトの
「あいさつ」、とても大切なことだと思います。私は、小学生の頃から地域の人に会
ったら自分から先にあいさつをしていました。でも、家庭ではあまりにも身近な家
族なので、あえてあいさつというあいさつはしていなかったのです。でも結婚し妻
から朝起きて家族同士で「おはよう」を言わないのはおかしいと言われて、するよ
うになりました。していくとそれが当たり前で普通のこととなりました。 
あいさつは、人と人をつなぐコミュニケーションの第一歩です。 
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くすのき 
記念碑の土台にあるタイムカプセルを開封した状態 

タイムカプセルの開封 

5０年前の作品を見る当時の在校生 

朝の笑顔 



 
 
 
 
 
 
以前小学校で６年生の担任をしていたとき、ある

施設で受け持つクラスの子が、ボランティア活動の
体験をする学習がありました。私は担任として、そ
の施設に行って、そこにおられた高齢の方々に、「こ
んにちは、お世話になります。」とすぐあいさつを
しました。しかし、後から、受け持つクラスの子が、
「西村先生はあいさつをしたのに、そこにおられた
高齢者の方が、あの先生はあいさつもしない。と怒
っていました。」と聞かされました。そこで思った
のは、あいさつをしても相手に聞こえていない、相手伝わっていないのなら、して
いないのと一緒だということです。ですから、あ（明るく）い（いつも）さ（先に）
つ（伝わる様に）は、とても大切だと思っています。さらに、あいさつの後に「元
気だった」「昨日の晩ご飯何食べた」など他愛もない１秒の言葉が加わると、もっと
コミュニケーションが広がり、相手との距離が近くなっていきます。 
今、西合志第一小学校の子ども達のあいさつは、昨年と比較してとても良くなっ

てきています。登校後の正門での一礼あいさつや地域の方々へのあいさつは、まだ
きちんとできない人が多いですが、地域の方や保護者の方が第一小の子ども達は、
「あいさつが上手ですね。」と思ってくださるように指導を継続していきたいと思
います。各ご家庭におかれましても、家庭内や地域でのあいさつのアドバイスを是
非お願いいたします。よろしくお願いします。 

 

楽しくほのぼのとした時間 

１０月１０日（木）２年生が、生活科で取り組んだお
もちゃ祭りを開催しました。１年生や参加できる先生
方を招待してのお祭りでした。私もお邪魔し、楽しくほ
のぼのとした時間を過ごさせていただきました。２年
生の心のこもったおもてなしはもちろん、作ったおも
ちゃのおもしろさや景品の指輪や折り紙が、とても気持ちがこもっていて可愛くて
綺麗でした。私もグループ毎のおもちゃ遊びに参加させていただき、可愛い景品ま
でもらうことができました。「校長先生こっち来て～」とか「校長先生これもして
～」と言われると、とても嬉しく、気分良くたくさん遊ばせていただきました。お
もてなしをする２年生、おもてなしをされる１年生や職員、この姿を見せていただ
いた時間は、校長としてとても嬉しく、私が学校運営で目指すことの一つである、
子どもと子ども同士のつな
がり、子どもと職員のつなが
りを身近に実感できる充実
した時間となりました。ご指
導してくださった江住先生
平井先生、そして子ども達、
本当にありがとうございま
した。 

朝のあいさつ 

おもちゃ祭り 

１年生に説明する２年生 もらったプレゼント 
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